
講座コード R-65

　離床やケアをすれば必ず良い結果が得られるわけではなく、進行する病態や死に直面することもあります。そ
のような転帰が予測される方に、離床・ケアを継続すべきか、私たちスタッフも傷つき苦しむと思います。この講
座では、看護師であり僧侶としても活躍する講師から、死との向き合い方や負の感情が生まれる理由と、患者さ
んへの声掛けや接し方を習得。患者さんを大切にしながら、自らも疲弊しないワザを身につけます。

日 14：00～16：00日　時：　
会　場：インターネット生中継セミナー
講　師：玉置 妙憂先生 （看護師 僧侶）
対　象：看護師・PT・OT・ST（左記以外も受講可）　
受講料：会員 5,400円（税込）一般6,400円（税込）

2024年6月30日

※先着順 定員になり次第締切

生きて逝く命に寄り添う
～余命少ない症例への接し方・離床の考え方～

臨床でのイライラ、悲しみ、後悔…負の感情とのうまい付き合い方とは

難易度
★★★★★

プログラム

● そもそも「死」とはなにか ～生き方・逝き方について～
● 90歳でもドンドン離床！？ 高齢者医療における倫理的問題
● “まずは自分のコップを満たしましょう”よいケア・離床をするための「二利」とは
● 心の免疫力アップ！ 不安を断ち切り上を向くための3つのセルフケア

見逃し受講期間 2週間あり

新入会 会費無料

生きて逝く命に寄り添う
～余命少ない症例への接し方・離床の考え方～

 ※この講座は離床アドバイザー習得コースの理論コース0.5単位を取得できます。


